
文化芸術推進事業（平成26年度）

更新：2015.03.31

事業名 平成26年度　文化庁　大学を活用した文化芸術推進事業

劇場法の要請に応える、公共劇場スタッフのための社会デザイン力養成講座

――地域コミュニティ、共生社会、絆を生みだす場所と事業のマネジメントを学ぶ―― 

「公共ホールのつくり方と動かし方を学ぶ」　 

劇場法の制定により、公共劇場はこれまで以上に社会的な役割を担うことが期待されています。ホール設備機器全般のデジタル化が進行す

る中で、全国で多くの施設が建替えの時期を迎えているいま、この要請に、事業運営の現場と、施設ハードづくりの現場はどう応えてゆくべき

か。 夏の講座と冬のワークショップを通じて、「社会デザイン」や「ハードマネジメント」など、新たな視点から公共劇場を考えます。 社会デザ

インのアカデミックな研究と実践ノウハウの蓄積をもつ立教大学社会デザイン研究所が、公共劇場の先駆的な実務家、建築関係者とともにつ

くる集中講座です。

2012年の劇場法施行により、いわゆる公共ホールは、「人々が共に生きる絆を形成するための地域の文化

拠点」、「地域コミュニティの創造と再生を通じて、地域の発展を支える機能」を持つ場として、「必要な人材

の養成を行うこと」、「地域社会の絆の維持及び強化を図るとともに，共生社会の実現に資するための事業を

行うこと」が積極的に求められることとなりました。図書館や博物館同様、専門性を持ったスタッフが事業を行

い、地域文化を担う存在と規定されたわけです。公共劇場が、地域の社会デザイン、コミュニティデザインの

拠点をめざす時代の幕開けといっていいと思います。 そもそもdesignとは、製品やサービスの単なる設計や

きれいな絵を描くことに留まるものではありません。それは、社会の仕掛けや仕組みを大胆に組み替えていく

ことであり、私たちはそれを社会デザインと呼んできました。本講座で、そうした時代と社会の変化に応え得

る魅力ある人「財」をめざしてみませんか？

中村陽一（立教大学教授、社会デザイン研究所長）

日本の劇場は、大きく3つの世代を経てきました。第1世代は所謂多目的ホールで、地方の文化会館です。

基本的に集会所で、劇場機能は付加的なものでした。第2世代は専用ホールの時代。多目的から単目的に

なり、演劇専用の劇場もつくられました。第3世代は劇場でものをつくる時代で、プロが個性的な創造活動を

行うために、競って高機能な劇場になっています。現在は公共劇場でも第3世代が主流になりつつあります

が、市民参加のためのハードウェアについてはそれほど突っ込んだ考え方が熟してはいません。

プロと市民、どちらも満足して使える建物であることが、第4世代の劇場には求められています。そのための

取り組みが、今回出来ればと思っています。

佐藤信（杉並区立杉並芸術会館「座・高円寺」芸術監督）

【夏期集中講座】

【冬期集中講座】

2014年7月31日（木）～8月3日（日）

会場：立教大学、座・高円寺　※終了いたしました。

2015年2月5日（木）～2月8日（日）

会場：いわき芸術文化交流館／アリオス　※終了いたしました。

主催 立教大学　社会デザイン研究所

協力 NPO法人劇場創造ネットワーク／座・高円寺

いわき芸術文化交流館アリオス

あうるすぽっと（豊島区立舞台芸術交流センター）

久留米シティプラザ　※平成28年開館予定

問合せ 立教大学社会デザイン研究所（川口、高地）

Mail: hall-koza@rikkyo.ac.jp

Tel: 03-3985-4893 Fax: 03-3985-4725

講師コメント

概　 要



青島逐治

伊藤裕夫

大石時雄

片山正夫

佐藤信

高宮知数

中村陽一

ヲザキ浩実

劇場法の制定により、公共劇場はこれまで以上に社会的な役割を担うことが期待されています。ホール設備機器全

般のデジタル化が進行する中で、全国で多くの施設が建替えの時期を迎えているいま、この要請に、事業運営の現

場と、施設ハードづくりの現場はどう応えてゆくべきか。夏の講座と冬のワークショップを通じて、「社会デザイン」や

「ハードマネジメント」など、新たな視点から公共劇場を考えます。

日程 ２０１４年７月３１日（木）～８月３日（日）

会場 立教大学　池袋キャンパス

募集定

員

３０名　※定員に達し次第、募集を締め切ります

受講対

象者

これからの公共ホールに関心をもつ方（ホール制作者、舞台芸術実演家、自治体職員、建築家、コンストラクション・マネジメント等

建築関係者、それぞれの志望学生等）

受講料 冬期集中講座（全１２講座）１８，０００円

※講座参加にかかる移動費・宿泊費は参加者でご負担ください

※学生のみなさんを対象とした研修制度（参加費用の一部を補助）を設けております。詳細はお問合せください

申込方

法

お名前・所属・ご連絡先を明記の上、メール又はファックスにてお送りください

講師　※五十音順（肩書は当時のまま）

（建築家、東京理科大学非常勤講師、座・高円寺設計従事者）

（立教大学21世紀社会デザイン研究科兼任講師）

（いわき芸術文化交流館アリオス支配人）

（立教大学21世紀社会デザイン研究科特任教授、 公益財団法人セゾン文化財団常務理事）

（杉並区杉並芸術会館「座・高円寺」芸術監督）

（立教大学社会デザイン研究所研究員）

（立教大学教授、社会デザイン研究所所長）

（あうるすぽっとチーフプロデューサー）

日時・会場 講座内容

７月31日

（木）

８月１日

（金）

13：15～

18：10

立教大学

池袋キャン

パス

4151教室

【社会デザイン力養成ワークショップ】

各地の先駆的な事例を取り上げながら、“公共劇場”とは何か、その求められる役割について考えます。

８月２日

（土）

13：15～

18：10

座・高円寺

稽古場

【劇場ハードマネジメント力養成ワークショップ】

公共劇場の構想、建築、開館まで、基礎的なハードマネジメントについて学びます。

８月３日

（日）

13：00～

16：00

立教大学

池袋キャン

パス

A203教室

【シンポジウム「明日の公共劇場を考える」】

社会デザインという視点からの公共劇場の事業の方向性、事業成功のための施設ハードマネジメントを踏まえ、公共

劇場の新たな可能性を考えます。

夏期集中講座詳細



石川治江

大石時雄

小泉瑛一

斎藤義

佐藤尚巳

佐藤信

高宮知数

田村依里奈

中村陽一

西田司

山崎哲史

日程 ２０１５年２月５日（木）～８日（日）

会場 いわき芸術文化交流館アリオス（福島県いわき市）

募集定

員

４０名　※定員に達し次第、募集を締め切ります

受講対

象者

これからの公共ホールに関心をもつ方（ホール制作者、舞台芸術実演家、自治体職員、建築家、コンストラクション・マネジメント等

建築関係者、それぞれの志望学生等）

受講料 冬期集中講座（全１２講座）１８，０００円

※講座参加にかかる移動費・宿泊費は参加者でご負担ください

※学生のみなさんを対象とした研修制度（参加費用の一部を補助）を設けております。詳細はお問合せください

申込方

法

お名前・所属・ご連絡先を明記の上、メール又はファックスにてお送りください

講師　※五十音順（肩書は当時のまま）

（立教大学特任教授）

（いわき芸術文化交流館アリオス支配人）

（建築家、オンデザインパートナーズ/ISHINOMAKI 2.0）

（建築家、環境デザイン研究所所長）

（建築家、佐藤尚巳建築研究所代表）

（杉並区杉並芸術会館「座・高円寺」芸術監督）

（立教大学社会デザイン研究所研究員）

（リトミッカー、ピアニスト）

（立教大学教授、社会デザイン研究所所長）

（建築家、東北大学非常勤講師）

（演出家、表現教育ファシリテーター）

日時・会場 講座内容

２月５日

（木）

２月６日

（金）

２月７日

（土）

各日１３時

～１８時

中リハーサ

ル室

【社会デザイン力養成ワークショップ】

いわきアリオスにてフィールドワークを行い、いわき市の文化やコミュニティ課題を探ります。社会デザインの視点から、現

在いわきアリオスにもとめられる公共ホールのあり方を考えます。

【劇場ハードマネジメント力養成ワークショップ】

同劇場の建築プロジェクトを題材にして、ケーススタディ・ワークショップをおこないます。今後の改修を想定して、ハードリ

ニューアル案をまとめます。

２月８日

（日）

９時～１７時

※発表は１

５時～

小劇場

【演劇ワークショップ＆市民ディスカッション】

フィールドワーク、ケーススタディ・ワークショップでの発見をまとめ「劇場づくり」をテーマに発表をします。

「公共ホールのつくり方と動かし方を学ぶ」冬期集中講座では、福島県いわき市の「いわき芸術文化交流館アリオス」

を題材に、実践的なフィールドワークやケーススタディ・ワークショップを行います。ホールとその立地する地域、その

文化的課題を社会デザインの視点に立って考える機会を持ち、公共ホールの運営やハードマネジメントへの見識を

深め、実際の劇場づくりに行かせるスキルを身に付けます。

冬期集中講座詳細



各講座、非常に喚起される内容でした。学問的な視点、制作現場的な視点、企業や助成団体の視点という多様な視点から公共ホールにつ

いて考える時間になりました。 （独立行政法人日本芸術振興会　国立劇場）

本市の市民会館の建替えを担当しています。施設を建てるのも「人」、まちを形成するのも「人」、施設のあり方を考えるのも「人」、全ての場面

に介在する「人」と「人」をつなげる施設を建設できればいいなと感じました。文化施設を建設するということはミッションとしてありますが、文化

施設を建設することを通じて、まち、人、施設をつなげる役割を行政に求められていると思いました。 （大阪府高槻市　文化スポーツ振興課）

４日間の集中講座を通して、今までとは異なる視点から劇場について学ぶことができました。これまでは、演劇という枠組みの中だけで、劇場

について考えがちでしたが、社会についても考えることが必要不可欠だと強く思いました。 （日本大学　芸術学部演劇学科）

劇場の建物のサイクルは５０年ほどで、建物の改変などに関わる人がその都度はじめて経験するために、これまで積み上げてきた経験が活か

しきれていないことが問題であると感じました。現在、大学で建築学を学んでいるため、どうしても建物のハードな側面だけ目が行きがちであっ

たのですが、これからの「公共ホール」を設計する際、ソフト面とハード面の関係をどう建築として表現するかということを考えるよいきっかけにな

りました。 （早稲田大学　創造理工学部建築学科）

今まで、劇場のあり方について、どういう劇場を目指していて、何がしたいのかを劇場に勤務したり、あらゆる形で舞台芸術に関わりながら考え

てきましたが、4日間の集中講座を通して、劇場のつくり方（設計段階から、完成後の運営まで）や芸術監督のあり方などについてなるほどと思

えることが沢山あり、今後の方向性について新たな閃きがありそうな予感がしています。事務方向けの講座において、劇場のハード面につい

て突っ込んだ内容を伺える講座はなかったので、新たな劇場との関わり方も知ることができ、期間全体を通してとても充実していました。 （フリ

ー・舞台制作者）

独立行政法人　日本芸術文化振興会／国立劇場、沖縄県文化振興課、大阪府高槻市　文化スポーツ振興課、水戸市役所　都市計画部、

株式会社三精テクノロジーズ、工学院大学建築学部建築デザイン学科、静岡大学教育学部内アートマネジメント力育成事業事務局、日本

大学芸術学部、早稲田大学創造理工学部建築学科　ほか

2014年度夏期集中講座参加者よ り

2014年度　受講生の例


